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活動事例のポイント

　弘前市内の総生産額に占める第1次産業の割合は4.0％で、全国的に見

ても第1次産業の占める割合は大きく、2021年の弘前市の農業産出額は

524億円で、全国5位、果実部門でみると467億円で8年連続して1位です。

22年産の弘前市の結果樹面積は8,159ヘクタール、収穫量は18万2,600トン

で、それぞれ全国の約2割、青森県の約4割を占めており、リンゴの日本一の

産地を形成しています。

■市内を10地区に分けて加入推進部長を任命

　弘前市農業委員会では、市内を10地区に分けて地区ごとに加入推進部

長を任命して活動しています。農業委員会事務局で作成した加入推進名簿

を加入推進部長に配布。それをもとに、農業委員・農地利用最適化推進委

員が声かけや戸別訪問をしています。

　農業者年金に加入する意思のある農業者に対しては、農業委員会事務

局の担当職員が訪問して、パンフレットと年金額のシミュレーションを使っ

て制度の説明や加入にあたっての留意点の説明などを行っています。ま

た、家族経営協定を締結する人には農業者年金の説明をするようにしてい

ます。

　加入推進にかかせない名簿は、認定農業者と認定新規就農者一覧から

60歳未満の農業者を抽出して作成。名簿は月1回更新しています。

■協議会の体制を見直し農業委員が加入推進部長に

　加入推進の原動力となっているのが、弘前市農業者年金協議会です。

同協議会は20年度に体制の見直しをしました。それまで同協議会の理事は

JAつがる弘前、JA相馬村、JA津軽みらいの各支店から選出されていまし

たが、再編で、各JAから副会長を配置し、市内10地区ごとに農業委員から

加入推進部長を配置したほか、加入推進員として農業委員・農地利用最適

化推進委員を配置して加入推進をすることにしました。

　その結果、戸別訪問が地区ごとに連携して行われるようになり、活動が

活発になりました。農業委員会の吉田秀樹事務局長は「農業委員や推進

1 農業者年金協議会が活動の原動力
2 市内を１０地区に分けて活動
3 節税効果などもPR

市農業者年金協議会を中心に
新規加入10人以上の成果あげる

新規加入者数の推移（単位：人）

弘前市農業委員会のみなさん。前列左から成田繁則会長、佐藤剛郎農業委員、
兜森弘義農業委員、後列左から農業委員会事務局の吉田秀樹事務局長、大浦空
主事、高木一誠主幹

全体 男性 女性
2016年度 11 7 4
17年度 9 8 1
18年度 8 7 1
19年度 14 12 2
20年度 15 11 4
21年度 15 12 3
22年度 17 12 5

青森県 弘前市農業委員会
2022年度新規加入者　17人
成田繁則会長／農業委員25人
農地利用最適化推進委員52人
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